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Optimizing the quality, reliability and 
usability of LEI data

LEIデータの品質、信頼、有用性の
最適化に向けて規制監視委員会



ROC（規制監視委員会） - 金融取引関連識別子の国際監督主体

グローバルLEI財団
（GLEIF – LEI管理機関）

日本銀行・金融庁他世界50ヶ国以上の中銀当局が参加

各国当局に
よる報告データ項目策定

LEI付番機関（LOU）

主に取引当事者等による
UTI付番

LEI (Legal Entity Identifier)
取引主体識別子

(ISO 17442)
UTI 

固有取引識別子
(ISO 23897)

CDE
重要データ要素

金融安定理事会

UPI
固有商品識別子

(ISO 4914)

ISO20022 auth (Authorities)
ISO20022 pacs

(Payments Clearing and Settlement)

DSB
（UPI付番機関）



GLEIS（グローバルLEIシステム）最適化プロセスのガバナンスと評価 
- データ品質維持改善と基準適合確認手順
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ROC & 
CES

Policy 
Conformity Flag (
方針適合フラグ)

の方針策定

ROC CES
(評価・標準部会）

との連携

• LEI法人の登録データ
の内容正確性への責
任

• LEI登録時・更新時の
LEI発行機関による
デューデリジェンス
実施

• グローバルLEI財団に
よるデータの重複・
最新性・適合性等の
高品質性チェック

• ROCとCESによる既
存品質基準の評価と
改善提案

• ROCによるデータ品
質基準適合監査報告
の受領と確認

LEI発行と
情報更新

データ品質
評価と報告

LEI申請と
情報更新

検証済
LEI情報提供

LEI法人 LEI発行
機関

グローバル
LEI
財団

LEI法人
LEI情報内容の正確性

の責任

LOU
LEI情報内容の検証責任

GLEIF
LEI情報品質の監視・
評価・最適化責任

ROC 
ROC本会議がシステム全体について監督者責任
評価・標準部会（CES）による標準適正評価

データ品質管理グループによるGLEIFとの共同品質検証作業



店頭デリバティブ取引報告について

報告規格ISO20022 authとLEI等の識別子表示の導入

取引情報蓄積機関

当 局

金融機関等

集約して報告

直接報告
に一本化

ISO20022 auth規格に
LEI等の識別子を表示して

店頭デリバティブ取引情報を報告

清算機関

直接報告
に一本化



ROC CESデータ品質管理グループによる
LEIと公的識別子情報のペアリング分析作業

• LEI情報は送金人・受取人についての正確な名称や住所情報を提供

• コード表示により法人名称表記の誤表示を回避し、送金の確実性を確保

• 各国公的機関が公表する法人名等の整合性を確保

• ISO 20022 規格に適合した住所情報を提供

• LEI 情報は世界中で閲覧・ダウンロード・API接続が可能

• 規制監視委員会はグローバルLEI財団と協業してLEI情報の品質を評価

• 評価・標準部会はLEI情報と該当国の公的情報を照合・評価し、財団を通じ
て付番機関に内容をフィードバックし、品質改善を提言

• 付番機関への公的情報利用を推奨・勧告

• 海外拠点情報等の付加情報の拡充へ
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送金メッセージ（ISO20022 pacs等）におけるLEI表示

クロスボーダー送金の課題克服

GLEIF Golden
Copy：

・法人名
・公的識別子

・LEI

国内公的情報：

・法人名
・法人番号
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